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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、転写因子Etsファミリーおよび三元複合体因子（TCF）サブファミリーのメンバーです。TCFサブファミリーのタンパク質は、c-fosプロトオンコゲンのプロモーター領域にある血清応答因子および血清応答エレメントに結合して三元複合体を形成します。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ras-raf-MAPKシグナル伝達カスケードの核標的です。この遺伝子は、選択的翻訳開始コドンおよび選択的スプライシングによって複数のアイソフォームを生成します。関連する擬似遺伝子は、7番染色体および14番染色体上に同定されています。[RefSeq提供、2012年3月]、機能：転写を促進する。プリンを多く含むDNA配列に結合する。血清応答因子、およびfos血清応答エレメントのETSモチーフおよびSRFモチーフと三元複合体を形成できる。,PTM：マイトジェン刺激を受けると、MAPK1によってC末端のセリンおよびスレオニン残基がリン酸化される。Ser-383およびSer-389はMAPK1にとって優先的な部位である。in vitroにおいて、MAPK1によるリン酸化は、血清応答因子であるSREおよびSRFとの三元複合体形成を促進する。リン酸化はSUMO化の消失を導き、転写活性化因子の活性を回復させる。,PTM：SUMO化は、標的遺伝子プロモーターへのHDAC2のリクルートメントにつながり、ヒストンのアセチル化と転写活性化因子の活性を低下させることで、転写活性化因子の活性を抑制する。また、核保持も制御します。,類似性:ETSファミリーに属します。,類似性:1つのETS DNA結合ドメインを含みます。,サブユニット:SUMO化された形でPIAS2/PIASXと相互作用し、転写活性化因子活性を高めます。,組織特異性:肺と精巣。,
	研究分野
	MAPK_ERK_Growth;MAPK_G_Protein;ErbB_HER;接着斑;インスリン受容体;GnRH;プリオン病;子宮内膜がん;
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	Elk1（リン酸化Ser389）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	UV 15‘処理したJurkat細胞およびパクリタキセル1μMで24時間処理したHeLa細胞のライセートを、Elk1（リン酸化Ser389）抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

